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経営革新等支援機関業務の整理

Ⅰ
�
は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
人
の
行
動

制
限
な
ど
経
済
活
動
の
停
滞
が

続
い
て
い
る
。
中
小
零
細
企
業

の
売
上
等
の
減
少
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
、
持
続
化
給
付

金
、
月
次
、
一
時
支
援
金
、
事

業
復
活
支
援
金
な
ど
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
税
理
士
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は
中
小
零
細
企
業
が
多

く
、
一
定
の
企
業
は
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
等
の
融
資
制
度

を
活
用
し
て
い
る
。
一
定
の
返

済
据
え
置
き
期
間
が
経
過
し
、

借
入
金
の
返
済
が
始
ま
っ
て
お

り
、
資
金
繰
り
が
厳
し
い
と
感

じ
て
い
る
経
営
者
の
方
も
増
え

て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

資
金
繰
り
が
厳
し
い
会
社

は
、
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

の
返
済
が
難
し
い
た
め
、
特
例

リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
活
用

し
、
返
済
猶
予
を
受
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

わ
た
し
自
身
、
少
し
で
も
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
事
業
が
改
善
す

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
事

業
再
構
築
補
助
金
等
の
各
種
補

助
金
の
活
用
な
ど
を
模
索
し
て

い
く
中
で
、
改
め
て
経
営
革
新

等
支
援
機
関
（
以
下
「
認
定
支

援
機
関
」
と
い
う
。）
の
業
務

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
整
理

を
し
、
活
用
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
。
本
稿
で

は
、
認
定
支
援
機
関
の
業
務
に

つ
い
て
整
理
を
し
た
い
。

Ⅱ
�
認
定
支
援
機
関
設
置
の
経
緯

認
定
支
援
機
関
は
、
平
成
24

年
8
月
に
施
行
さ
れ
た
「
中
小

企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の

需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め

の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
中
小

企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
）」

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
以
下

の
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

中
小
企
業
の
経
営
課
題
は
、

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い

る
。
財
務
及
び
会
計
等
の
専
門

的
知
識
を
有
す
る
者
（
既
存
の

中
小
企
業
支
援
者
、
金
融
機

関
、
税
理
士
・
税
理
士
法
人

等
）
に
よ
る
支
援
を
通
じ
、
経

営
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
事

業
計
画
の
策
定
等
を
行
い
、
中

小
企
業
の
経
営
力
を
強
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
内
需
が
減
退
す
る

中
、
中
小
企
業
が
海
外
展
開
を

行
う
に
当
た
っ
て
、
中
小
企
業

の
海
外
子
会
社
の
資
金
調
達
が

困
難
な
ど
、
資
金
面
で
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

中
小
企
業
が
海
外
で
事
業
活
動

を
行
う
際
の
資
金
調
達
を
円
滑

化
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
�
認
定
支
援
機
関
の
現
状

現
状
、
登
録
さ
れ
て
い
る
認

定
支
援
機
関
は
、
令
和
4
年
11

月
時
点
で
3
9
0
2
3
件
、
う

ち
税
理
士
及
び
税
理
士
法
人

（
税
理
士
法
人
の
支
店
を
含

む
）
は
2
7
7
3
6
件
（
約
71

・
08
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
大

半
を
占
め
て
い
る
税
理
士
ま
た

は
公
認
会
計
士
は
、
支
援
策
や

優
遇
制
度
な
ど
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
認
知

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。半

面
、
各
種
支
援
策
や
優
遇

制
度
、
補
助
金
申
請
等
な
ど
の

認
定
支
援
機
関
業
務
を
利
用
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
不
適
切
な

対
応
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同

業
務
を
行
う
場
合
に
は
十
分
に

注
意
を
し
て
い
き
た
い
。

〈認
定
支
援
機
関
の
不
適
切
な

行
為
の
例
〉

⑴

補
助
金
申
請
に
関
与
す
る

際
に
、
作
業
等
に
か
か
る
費

用
等
と
乖
離
し
た
成
功
報
酬

等
の
費
用
を
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等
に
請
求
す
る

こ
と

⑵

認
定
支
援
機
関
で
あ
る
こ

と
を
示
し
な
が
ら
、
補
助
金

申
請
代
行
等
の
Ｐ
Ｒ
や
営
業

活
動
を
行
う
こ
と

⑶

支
援
業
務
の
実
施
に
際
し

て
、
金
額
・
条
件
等
の
不
透

明
な
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

⑷

支
援
業
務
の
実
施
に
際
し

て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
や
関
係
機
関
等
に
対

し
、
強
引
な
働
き
か
け
を
行

う
こ
と

Ⅳ
�
認
定
支
援
機
関
業
務
の
整
理

認
定
支
援
機
関
が
実
施
で
き

る
中
小
企
業
支
援
施
策
に
は
、

大
き
く
区
分
す
る
と
補
助
金
申

請
支
援
、
資
金
繰
り
対
策
支

援
、
税
務
支
援
の
3
つ
が
あ

る
。
認
定
支
援
機
関
の
関
与
が

必
須
で
あ
る
も
の
、
間
接
的
に

関
与
す
る
も
の
を
含
め
て
、
令

和
4
年
11
月
現
在
以
下
の
も
の

が
あ
る
。

⑴

補
助
金
申
請

＊

も
の
づ
く
り
補
助
金

経
済
産
業
省
管
轄
の
補

助
金
で
あ
り
、
平
成
21
年

度
補
正
予
算
か
ら
始
ま
っ

た
。
中
小
企
業
の
技
術
革

新
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
試
作
品
や
新
商

品
の
開
発
、
新
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
、
設
備
投
資
な
ど

を
行
う
中
小
企
業
を
対
象

に
、
対
象
経
費
の
3
分
の

2
ま
で
を
補
助
す
る
制
度

で
あ
る
。

＊

事
業
再
構
築
補
助
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
に
よ
り
、
既

存
の
事
業
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
中
小
企
業
者
等

が
、
既
存
事
業
と
は
別

に
、
新
た
な
事
業
を
立
ち

上
げ
る
際
に
、
そ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
に

1
兆
円
を
超
え
る
予
算
を

組
ん
で
、
設
立
さ
れ
た
制

度
で
あ
る
。
事
業
再
構
築

補
助
金
は
、
新
分
野
展

開
、
事
業
転
換
な
ど
5
つ

の
類
型
に
区
分
さ
れ
、
対

象
経
費
の
3
分
の
2
ま
で

補
助
さ
れ
る
。

＊

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補

助
金

補
助
事
業
期
間
内
に

事
業
承
継
等
を
行
い
、
経

営
資
源
を
引
き
継
い
で
行

う
企
業
が
、
一
定
の
経
営

革
新
や
事
業
転
換
な
ど
の

取
組
を
行
う
場
合
に
交
付

さ
れ
る
補
助
金
で
あ
る
。

事
業
再
編
等
に
伴
う
新
た

な
取
り
組
み
な
ど
を
行
う

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て

く
れ
る
「
経
営
革
新
事

業
」
と
事
業
再
編
等
に
伴

う
専
門
家
等
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
て
く
れ
る

「
専
門
家
活
用
事
業
」
の

2
つ
が
あ
る
。

⑵

金
融
支
援

①

優
遇
金
利

＊

中
小
企
業
経
営
力
強
化

資
金
（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）認

定
支
援
機
関
が
支

援
の
う
え
一
定
の
事
業
計

画
を
作
成
し
、
継
続
的
に

支
援
を
続
け
る
こ
と
を
条

件
に
、
通
常
よ
り
も
低
金

利
で
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

＊

経
営
力
強
化
保
証
制
度

（
信
用
保
証
協
会
）

認
定
支
援
機
関
が
支

援
の
う
え
一
定
の
経
営
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
を
条

件
に
、
融
資
を
受
け
る
際

に
、
通
常
よ
り
も
低
い
保

証
料
率
に
て
信
用
保
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
あ
る
。

②

経
営
改
善
計
画
策
定
支

援
＊

早
期
経
営
改
善
計
画
策

定
支
援
事
業

資
金
繰
り
の
管
理
や
自

社
の
経
営
状
況
の
把
握
な

ど
、
基
本
的
な
経
営
改
善

に
取
り
組
む
中
小
企
業
者

等
が
、
国
が
認
定
し
た
税

理
士
な
ど
の
専
門
家
の
支

援
を
受
け
て
損
益
計
画
や

資
金
繰
り
計
画
と
い
っ
た

簡
易
的
な
経
営
改
善
計
画

を
策
定
す
る
際
、
そ
の
費

用
の
3
分
の
2
（
上
限
20

万
円
）
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
中
小
企
業
者
等
の
早

期
の
経
営
改
善
を
促
す
制

度
で
あ
る
。

＊

経
営
改
善
計
画
策
定
支

援
事
業
（
通
称
：
4
0
5

事
業
）

一
定
の
債
務
免
除
な

ど
の
金
融
支
援
を
伴
う
本

格
的
な
経
営
改
善
の
取
組

み
が
必
要
な
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
を
対
象
と
し

て
、
認
定
支
援
機
関
が
経

営
改
善
計
画
の
策
定
を
支

援
し
、
経
営
改
善
の
取
組

み
を
行
う
た
め
の
事
業
で

あ
る
。
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
認
定
支
援
機

関
に
対
し
負
担
す
る
経
営

改
善
計
画
策
定
支
援
に
要

す
る
計
画
策
定
費
用
及
び

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
費
用
な

ど
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。

⑶

税
制
優
遇

＊

中
小
企
業
経
営
強
化
税

制
（
設
備
投
資
減
税
Ｃ
類

型
）経

営
力
向
上
計
画
に
基

づ
き
一
定
の
設
備
等
を
取

得
し
た
場
合
に
、
即
時
償

却
又
は
取
得
価
額
の
10
％

（
資
本
金
3
0
0
0
万
円

超
1
億
円
以
下
の
法
人
は

7
％
）
の
税
額
控
除
を
選

択
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
税

制
に
は
、
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で

の
4
つ
の
類
型
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
Ｃ
類
型
と
呼
ば

れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
設

備
」
に
つ
い
て
、
認
定
支

援
機
関
の
事
前
確
認
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

＊

先
端
設
備
等
導
入
計
画

導
入
促
進
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
る
市
区
町

村
に
て
、
認
定
支
援
機
関

の
事
前
確
認
を
受
け
た
先

端
設
備
導
入
計
画
の
認
定

を
受
け
た
場
合
に
は
、
市

区
町
村
に
応
じ
て
一
定
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

固
定
資
産
税
：
3
年

間
、
ゼ
ロ
〜
2
分
の
1
の

間
で
市
区
町
村
の
定
め
る

割
合
に
税
額
が
軽
減
さ
れ

る
。

＊

事
業
承
継
税
制

令
和
6
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
経
営
者
が
「
特
例

承
継
計
画
」
を
作
成
し
、

認
定
支
援
機
関
の
所
見
を

添
え
て
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
、
そ
の
「
確
認
」

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
贈
与
税
、
相

続
税
の
納
税
猶
予
の
特
例

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、「
特
例
承
継
計
画
」

を
ま
ず
提
出
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

Ｖ
�
認
定
支
援
機
関
を
活
用
し
た
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
は
、
借
入
資
金
の

返
済
で
資
金
繰
り
が
厳
し
く
、

経
営
が
困
窮
す
る
会
社
が
増
え

て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

資
金
繰
り
が
厳
し
い
会
社
の
中

に
も
、
事
業
全
体
で
は
赤
字
だ

が
、
そ
の
中
に
は
、
し
っ
か
り

と
利
益
を
出
し
て
い
け
る
事
業

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
資
金
繰
り
の
問
題
で
事
業

の
継
続
が
難
し
く
、
利
益
が
出

る
事
業
も
他
の
赤
字
事
業
と
と

も
に
、
倒
産
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
る
。

我
々
税
理
士
は
、
中
小
零
細

企
業
の
一
番
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
資
金

繰
り
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
認
定
支
援
機
関
の
業
務
で
あ

る
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事

業
（
通
称
：
4
0
5
事
業
）
な

ど
を
活
用
し
、
経
営
改
善
計
画

の
策
定
支
援
を
行
う
。
金
融
機

関
と
調
整
し
、
一
定
の
債
務
免

除
を
受
け
、
赤
字
事
業
を
整
理

し
、
可
能
性
の
あ
る
事
業
に
経

営
資
源
を
集
中
さ
せ
る
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
経
営
状
況

を
塩
漬
け
状
態
で
放
置
せ
ず
、

経
営
環
境
が
今
後
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
か
、
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
を
考
え
、
事
前
に
そ
の
よ

う
な
覚
悟
を
経
営
者
に
持
っ
て

も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
情
報
を

提
供
す
る
の
が
認
定
支
援
機
関

の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

認
定
支
援
機
関
の
制
度
を
う

ま
く
活
用
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

で
あ
る
中
小
零
細
企
業
に
対
し

資
金
繰
り
を
中
心
と
し
た
経
営

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。
認

定
支
援
機
関
の
約
7
割
を
占
め

る
税
理
士
、
税
理
士
法
人
に
対

す
る
期
待
は
大
き
い
と
感
じ
て

い
る
。
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